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試料・ 情報利用研究計画書（ 概要）

岩手医科大学産婦人科学講座

臍帯血DNAメ チル化解析のためのバイ アス補正技術開発
医学部倫理委員会実施許可

日〜2026年3月31日

岩手医科大学いわて東北メ ディ カ ル・ メ ガバンク 機構

対象： 三世代コ ホート 調査参加者臍帯血DNAメ チル化レ フ ァ
レ ンスパネルの個人ごと 約100名
試料： なし
情報： 臍帯血DNAメ チル化情報、 性、 年齢、 在胎週数情報

岩手医科大学および東北大学のセキュ リ ティ ポリ シーを 順守する。 機微性の高い個人識別符号（ 個人の
配列情報など） は東北大学東北メ ディ カ ル・ メ ガバンク 機構のスーパーコ ンピュ ータ またはセキュ リ ティ 管
理可能な外部記憶装
置内で他の情報端末と 物理的に遮断さ れた状態で保管さ れる。

本研究課題に関連し 、 研究代表者および研究分担者は関係する企業等から 個人的及び大学組織的な利益は得
ておら ず、 開示すべき 利益相反はあり ません。

清水 厚志 医歯薬総合研究所生体情報解析部門

臍帯血に含まれる有核赤血球などの細胞を セルソ ータ ーにより 単離し 、 次世代シーク エンサーにより 細胞種
特異的なDNAメ チル化情報を 収集、 レ フ ァ レ ンスと する。 得ら れた有核赤血球や、 すでに収集済の好中球、
単球、 CD4T細胞などのDNAメ チル化情報を 特徴量解析し 、 三世代コ ホート 調査参加者の個人ごと のDNAメ チル
化情報に適用するこ と で、 臍帯血を 用いたエピゲノ ム関連解析を 行う 際の細胞補正技術を 開発する。

岩手医科大学附属病院産科を 受診し た妊婦の臍帯血由来有核赤血球から DNAを 抽出し 、 DNAメ チル化キャ プ
チャ シーク エンシング法あるいは全ゲノ ムDNAメ チル化シーク エンシング法により 、 CpG毎のDNAメ チル化率
を 測定する。 得ら れた個人ごと のDNAメ チル化率はレ フ ァ レ ンスパネルと する。 東北メ ディ カ ル・ メ ガバン
ク （ TMM） 計画三世代コ ホート 調査臍帯血DNAメ チル化レ フ ァ レ ンスパネルの作成（ 岩手医科大学倫理審査承
認番号HG2019-028） で収集し た個人ごと 約100名の臍帯血DNAメ チル化情報、 性、 年齢、 在胎週数情報を 利用
し 、 本研究課題で作成し た有核赤血球レ フ ァ レ ンスパネルと すでに収集済の好中球、 単球、 CD4T細胞などの
特徴量を 用いたバイ アス補正技術開発の最終工程を 行い、 完遂する。

TMM計画三世代コ ホート 調査の臍帯血DNAメ チル化レ フ ァ レ ンスパネルに対し て、 本研究により 取得し た臍帯
血由来の有核赤血球、 および、 すでに別の研究課題にて収集済みのリ ンパ球や好中球などのDNAメ チル化情
報を 用いるこ と で、 臍帯血を 利用し たエピゲノ ム関連解析の際の細胞成分由来のバイ アスを 補正するこ と が
可能と なる。

岩手医科大学・実施許可日　2025年1月21日
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